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1） Iot社会の実現に重要なセンサネットワーク等で使用するワイヤレスセンサの電源
2） 従来未利用であった低周波数（～20Hz）、低加速度（～2 m/s2）の振動のある環境での発電

1） 高い発電量：50μW（18Hz、2m/s2の正弦波振動）を達成
2） 構造が単純で作製が容易
3） 静電容量変化を利用した発電機構

＜原理＞

コンデンサの電極間距離が変動すると静
電容量が変化して電荷が移動することに伴
い、電流を発生できる。

電荷源としては電荷を半永久的に保持す
るエレクトレットを用いている。

2種の電極のみと構造が単純であるの

で、発電量が組立精度などに影響されにく
い。

＜実施例＞

静電容量式であるので低い加速度、周波
数で発電することができる。
50 μW（正弦波振動: 18 Hz、2m/s2）を実現。
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